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高齢者へ生鮮食品届けたい
４月22日（金）　市役所

神岡町で移動販売車の営業開始

移動販売車で市役所に訪れた坂本さん

　神岡町の坂本佳祐さん（希夢千家けいちゃん経営）は、神岡
町の高齢者の買い物に役立てようと移動販売車「まごころけ
いちゃん」の営業を始めました。
　坂本さんは、地元商店と委託販売契約を行い、契約先の商
品や生鮮食品をはじめ、菓子や雑貨など約300品目を扱い、
冷蔵庫付きの軽トラックで週６日神岡町全域を巡回し販売
を行います。
　４月22日には、完成した移動販売車で市役所に訪れ市長
に報告しました。
　坂本さんは「地域の商店と買い物に行けない高齢者などを
つなぎ、ふるさとに貢献したい」と意気込みを語りました。

交通安全功労者表彰
４月11日（月）　市長室

受賞の喜びを報告

受賞された森下さん（右端）と２団体代表者

都竹市長に義援金を手渡す板橋さん（右）

古川祭で義援金募る
４月28日（木）　青龍会館（古川町）

青龍台組が熊本地震の被災地へ義援金

　古川祭の青龍台組（殿町連合区）が４月28日、熊本地震の
復興に役立ててほしいと、都竹市長に義援金を手渡しまし
た。
　青龍台組では義援金箱を準備し、古川祭のからくり奉納
時や屋台曳行の際に観光客や沿道の皆さんから集まった義
援金約14万円、祭りの準備にかかる費用などを節約して出
来た費用、お供え物の販売した費用を加え、合計30万円の
義援金を準備しました。
　この日、青龍会館では殿町連合区を対象とした「市民と市
長の意見交換会」が開かれ、その場で、板橋喜代司副総代か
ら都竹市長へ義援金が手渡されました。

小倉副市長に額などの目録を手渡す松下さん（右）

米寿を迎え感謝の気持ちで
４月27日（水）　老人保健施設たかはら

老人保健施設たかはらへ寄贈

　神岡町船津在住の松下輝雄さん（88歳）は４月27日、老人
保健施設たかはらに、鋳物の額一式と100万円を寄贈しまし
た。
　松下さんは、昨年、米寿を迎えたのを機に、地域の高齢福
祉事業に役立ててもらいたいと寄付を申し出ました。この
日、同施設では額の引き渡し式が行われ、松下さんから小倉
副市長に目録が手渡され、松下さんは「米寿を迎えることが
でき、感謝の気持ちを伝えたかった」と話しました。小倉副
市長は「市の高齢者福事業に理解をいただき、大変感謝して
います」とお礼を述べました。

　平成 28 年岐阜県交通安全県民大会で表彰された方が４
月11日、市役所を訪れ、市長に報告しました。
　市内で今回表彰を受けたのは古川町の森下宗四郎さんと
飛騨地区交通安全協会古川支部、同神岡支部、河合町のほほ
えみ会の個人１名と３団体です。
　森下さんは「事故はいつ起きるか分からない、という気持ち
で活動してきました。この受賞を糧に、今後も全力で取り組み
たい」と話していました。
　市長は「皆さんのたゆまぬ努力に敬意と感謝を表します。
これからも地域の安全を守ってほしい」と話していました。



特
集

　「
元
気
で
、
あ
ん
き
な
、
誇
り
の

持
て
る
ふ
る
さ
と
飛
騨
市
」
が
私

の
目
指
す
飛
騨
市
で
す
。

　「
元
気
」
は
、
人
口
減
少
の
時
代

の
中
で
ど
う
や
っ
て
活
力
を
維
持

す
る
か
と
い
う
テ
ー
マ
。地
域
外

か
ら
所
得
を
稼
ぎ
、
人
を
呼
び
込

む
対
策
に
重
点
を
置
い
た
施
策
を

行
う
。「
あ
ん
き
」は
、
不
安
の
な
い

暮
ら
し
づ
く
り
を
し
て
い
こ
う
と

い
う
も
の
。ど
ん
な
時
代
で
も
地

方
自
治
体
が
揺
ら
ぐ
こ
と
が
無
く

し
っ
か
り
取
り
組
む
べ
き
こ
と
と

い
う
考
え
方
で
、
弱
い
立
場
の

方
々
へ
の
支
援
を
丁
寧
に
行
っ
て

い
き
た
い
。「
誇
り
」は
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
自
分
の
ふ
る
さ
と
は
い
い

と
こ
ろ
だ
と
自
信
を
持
っ
て
言
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
よ
う
と

い
う
も
の
、
私
自
身
も
強
い
思
い

が
あ
り
、
宝
探
し
、
自
慢
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
た
い
。そ
し
て
、
全
体

に
通
ず
る
子
ど
も
、
若
者
、
高
齢

者
、
女
性
が
思
う
存
分
活
躍
で
き

る
よ
う
な
人
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

  

財
政
調
整
基
金
に
つ
い
て

　
財
政
調
整
基
金
が
80
億
円
く
ら

い
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。1
7
6

億
円
程
度
あ
る
一
般
会
計
予
算
の

４
割
程
度
に
な
っ
て
い
る
。富
山

市
は
２
割
近
く
ら
し
い
。毎
年
10

億
円
程
度
積
み
立
て
る
の
で
あ
れ

ば
、
そ
の
基
金
を
市
民
生
活
を
良

く
す
る
た
め
に
使
っ
て
も
ら
い
た

い
。

　
一
般
会
計
に
占
め
る
財
政
調
整

基
金
の
割
合
は
2
割
く
ら
い
の
自

治
体
が
多
い
が
、
飛
騨
市
の
場
合

は
５
割
近
く
に
な
っ
て
お
り
、
高

山
市
も
同
程
度
で
あ
る
。基
金
の

あ
り
方
は
各
自
治
体
の
考
え
方
に

よ
る
。他
方
で
飛
騨
市
は
、
自
主
財

源
が
収
入
の
3
割
く
ら
い
で
、
多

く
を
国
の
地
方
交
付
税
に
頼
っ
て

お
り
、
ひ
と
た
び
地
方
交
付
税
が

絞
ら
れ
る
と
途
端
に
苦
境
に
陥

る
。こ
の
た
め
、
あ
る
程
度
の
貯
金

は
必
要
と
考
え
て
い
る
。ひ
と
つ

の
目
途
は
、
収
入
の
５
割
程
度
と

考
え
て
お
り
、
そ
の
水
準
の
基
金

を
維
持
し
つ
つ
、
少
し
ず
つ
投
資

や
事
業
に
も
予
算
を
振
り
向
け
て

い
き
た
い
。

  

外
国
人
観
光
客
の
受
け
入
れ

　
国
際
的
な
流
れ
が
変
わ
っ
て
き

て
い
る
中
で
、
近
頃
、
J
R
の
普
通

列
車
に
し
て
も
外
国
人
観
光
客
が

増
え
て
き
た
と
感
じ
て
い
る
。外

市民の皆さんの声を聞きたい。私の話を聞いてほしい。暮らしの中での悩みごとをはじめ、地域に対する想いや願い、
「元気で、あんきな、誇りの持てるふるさと飛騨市」を創るために市政に求めることなど、様々な声を聴かせていただく
ため、３月22日から４月29日にかけて、市内17会場で「市民と市長の意見交換会」を開きました。意見交換会では、
都竹市長が市政運営や重点的に取り組む施策について説明し、延べ1200人以上の参加者の皆さんから約300件の
貴重な意見などをお聴きしましたので、その一部を紹介します。（意見などは要約しています。）

答

国
人
観
光
客
の
受
け
入
れ
に
対
し

て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
外
国
人
誘
客
は
国
の
タ
イ
プ
や

好
み
に
応
じ
て
受
入
れ
を
考
え
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
、
泊
ま
り
方
、

楽
し
み
方
な
ど
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に

し
て
P
R
し
た
い
。

　
中
で
も
飛
騨
市
は
台
湾
と
の
長

年
の
交
流
が
あ
り
、
実
際
外
国
人

観
光
客
の
半
分
以
上
が
台
湾
か
ら

の
観
光
客
と
な
っ
て
い
る
。こ
の

強
み
を
伸
ば
し
て
い
き
た
い
。

  

ス
ー
パ
ー
カ
ミ
オ
カ
ン
デ

　
小
柴
先
生
や
梶
田
先
生
の
ノ
ー

ベ
ル
賞
受
賞
で
盛
り
上
が
っ
た

が
、
神
岡
に
来
て
も
ど
こ
に
あ
る

の
か
わ
か
ら
な
い
。宙
ド
ー
ム
に

展
示
は
あ
る
が
、
体
験
も
で
き
な

い
し
あ
ま
り
に
も
寂
し
い
。体
験

型
の
何
か
が
で
き
な
い
か
。せ
っ

か
く
の
世
界
的
な
施
設
が
あ
る
の

に
活
か
し
き
れ
て
い
な
い
。

　
カ
ミ
オ
カ
ン
デ
な
ど
毎
年

2
0
0
0
人
以
上
の
見
学
者
が
あ

る
が
（
７
割
が
イ
ベ
ン
ト
（
Ｇ
Ｓ

Ａ
）、
３
割
が
研
究
者
）、
通
常
は
中

に
は
入
れ
な
い
研
究
施
設
。研
究

所
の
先
生
方
か
ら
も
、
こ
れ
以
上

の
見
学
の
受
け
入
れ
は
研
究
に
差

し
障
る
と
い
う
声
が
あ
る
。

　
こ
の
た
め
、
神
岡
の
街
の
中
に
、

わ
か
り
や
す
く
研
究
内
容
を
説
明

で
き
る
場
所
を
作
り
た
い
と
考
え

て
い
る
。な
る
べ
く
早
期
に
実
現

し
た
い
。

  

レ
ー
ル
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク

　
レ
ー
ル
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
の

延
長
に
つ
い
て
、
ど
ん
な
考
え
方

を
持
っ
て
い
る
か
。

　
旧
神
岡
鉄
道
の
鉄
道
軌
道
敷
は

市
の
財
産
で
大
い
に
使
っ
て
も
ら

い
た
い
。一
方
で
安
全
対
策
が
と

て
も
大
切
。現
在
、
安
全
対
策
の
調

査
報
告
を
検
討
し
て
具
体
的
な
対

策
の
見
極
め
を
や
ろ
う
と
し
て
い

る
。お
金
を
ど
の
く
ら
い
か
け
る

か
が
問
題
だ
が
、
レ
ー
ル
マ
ウ
ン

テ
ン
バ
イ
ク
は
飛
騨
市
の
魅
力
で

あ
り
推
進
し
た
い
。

  

み
や
が
わ
考
古
民
俗
館

　
み
や
が
わ
考
古
民
俗
館
は
、
石

棒
を
は
じ
め
ユ
ニ
ー
ク
な
民
俗
資

料
が
展
示
さ
れ
て
い
る
が
、
徐
々

に
開
館
が
制
限
さ
れ
、
現
在
は
事

前
予
約
制
と
な
っ
て
し
ま
い
、
倉

庫
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

何
と
か
活
用
で
き
る
よ
う
に
し
て

頂
き
た
い
。

　
宮
川
町
の
石
の
文
化
は
す
ば
ら

し
い
。も
っ
と
脚
光
を
浴
び
て
も

よ
い
と
思
う
。施
設
だ
け
の
展
示

で
は
な
く
、
他
の
場
所
で
移
動
展

を
す
る
な
ど
の
工
夫
を
す
る
こ
と

で
知
名
度
を
上
げ
る
こ
と
も
必
要

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

  

河
合
町
の
伝
統
産
業
・
芸
能

　
伝
統
産
業（
河
ふ
ぐ
・
野
草
茶
）、

芸
能
（
和
紙
・
地
歌
舞
伎
・
小
雀

獅
子
）、
後
世
に
伝
え
る
べ
き
す
ぐ

れ
た
も
の
だ
が
後
継
者
不
足
の
問

題
が
あ
る
。

　　
和
紙
の
後
継
者
育
成
補
助
金
の

よ
う
な
制
度
は
継
続
し
た
い
。地

歌
舞
伎
も
何
ら
か
の
支
援
が
で
き

た
ら
と
思
っ
て
い
る
。

市
長
の
話

２

市民と市長の意見交換会
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三社で春の訪れを祝う
神岡町市街地で飛騨神岡祭

４月23日（土）　神岡町市街地
　飛騨三大祭りの１つに数えられる飛騨神岡祭が神岡町市街地で４月23日に行われました。
　時代絵巻を思わせるような豪華大行列が、優雅な祭り囃子とともに市街地を巡行し、訪れた観光客らを魅了しました。祭の最後
には「神遷し」が行われ、鶏闘楽や神楽たちに導かれるように神様を乗せた神輿が一気に神社の本殿に駆け込み、厳粛に祭を締め
くくりました。

勇壮な起し太鼓とぶつかりあう各組の付け太鼓 提灯で彩られた夜祭

屋台の曳き揃えと獅子舞

晴天に恵まれ春の訪れ告げる
古川町市街地で古川祭

４月19日（火）・20日（水）　古川町市街地
　春の訪れを告げる古川祭が４月19日、20日行われました。今年は両日とも晴天に恵まれ約44,000人が訪れ、豪華絢爛な屋台や
起し太鼓など春の古川祭を堪能しました。
　19日夜間には、さらし姿の裸男がぶつかり合う「起し太鼓」が行われ、出立祭の行われたまつり広場では、さらし姿の男たちの熱
気が漂っていました。翌20日には、早朝からまつり広場で９台の屋台が曳きそろえが行われ、からくりや子ども歌舞伎が奉納されま
した。

平安絵巻を思わせる祭り行列 躍動感溢れる鶏闘楽

金蔵獅子

検　索飛騨市http://www.city.hida.gifu.jp/
飛騨市ホームページでもご覧いただけます


